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Abstract
Be Bop, in a style so far evolved as of 1930s and based on its own characteristically rhythmic and
improvisational device, could be considered, for its comprehensiveness, to be a highly appreciative
contribution to jazz music.  The following is a brief historical and social survey on it in the light of its
immortality as well as its contemporariness.
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日本の Jazzのルーツは 1910 年代半ば（明治末から大正初め）に太平洋航路客船の楽団の
日本人演奏者達が演奏したラグタイムやフォックス・トロットなどの新しい音楽であり、ま
た、東京の映画館で無声映画の伴奏や、休憩時間でのアメリカ流行曲の演奏であった。






































その時代のジャズコンボのスタイルは 1890 年代にピアノ、ベース、打楽器の 3 人の奏者



































1885 年から 1915 年にかけて、ラグタイムは出版されたピアノ楽譜や自動ピアノ用のロー
ル、土地のピア二ストや旅回りのピアニストの生演奏によって、広く一般の人々になじみの









プビート（弱拍）を交互に左手で弾く伴奏法を使うのである。4/4 拍子の 1 拍子と 3 拍子は




スコット・ジョプリンは 1868 年 11 月 24 日テキサス州テキサカーナに生れ、音楽的環境
の中で育てられた。
以前は奴隷の身分であった父親はヴァイオリンを、母親は歌を唄いバンジョーを弾いた。
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しかし経済的には上手くいかなかった故、当時の黒人社交ダンスに基づくバレー曲「クリ
ーン・アップ・ダンス」（Clean Up Dance）」「ジェニー・クーラー・ダンス」（Jenie Cooler
Dance）､「スロー・ドラッグ」、（Slow Drag）」を発表したが、スロー・ドラッグは長すぎる
という理由であまり売れずジョプリンをがっかりさせた。また「ア・ゲスト・オブ・オナー









メイプル・リーフ・ラグ AA BB A CC DD A、B、Dの楽節は主調、
（Maple Leaf Rag） C楽節は下属調
オリジナル・ラグズ I AA BB CC V A DD EE A、B、Eの楽節は主調、
（Original Rags） （注） C楽節は下属調、D楽節は属調
イージー・ウィナーズ I AA BB A V CC DD A、B楽節は主調、
（圧倒的な勝利者たち） C、D楽節は下属調
（Easy Winners）
ピーチャリン・ラグ I AA BB A CC DD A楽節は主調、B楽節は属調、
（Peacharine Rag） C、D楽節は下属調
クリサンセマム I AA BB A CC DD C A楽節は主調、B楽節は属調、
（菊の花） C、D楽節は下属調
（Chrysanthemum）
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アール・ハインズ






















ピアノ・ソロ トランペットとピアノソロ トランペットとピアノソロ 
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Hammond）の後援を得て NBC放送の毎土曜の出演等、興行的に大成功をおさめていた。
何百万のアメリカ人にとって、スウィングは「グレン・ミラー・ダンス楽団の持つ魔法の
サウンド」を意味しており、1935 年から 1945 年 12 月 5 日の夜までの 6 年間はグレン・ミ
ラーの時代であった。だが彼はこの夜、英仏海峡を軍用機で横断中に不帰の客となった。
彼の「ムーンライト・セレナーデ」、「リトル・ブラウン・ジャグ（茶色の小瓶）」、「スト
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「ムード・インディゴ（Mood Indigo）」、「ソフィスティケイテッド・レディ（Sophisticated
























ただ息をのむばかりであった。ただ 1949 年から 56 年はスウイング支配のジャズ様式が衰え
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ビ・バップのミュージシャン達は、取るに足らない平凡な流行歌やシャンソンまでも編曲
し、ブルースや新しい曲のハーモニーに基づいて新しいレパートリーを築いていった。
「What Is This Thing Called Love?」はタッド・ダメロン（Tadd Dameron）により、「Hot House」
に、また「Indiana」はチャーリー・パーカーによって「Donna Lee」へ、「Whispering」は
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